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松
屋 

京
橋
復
歸
の
賦 

  
多
年
文
語
の
苑
に
支
援
を
賜
り
し
伴
紀
子
氏
の
社
長
た
る
池
袋
松
屋
は
京
橋
に
復
歸
せ

り
。
昭
和
通
り
「
ぬ
り
彦
」
の
角
を
京
橋
に
向
け
て
少
し
入
り
し
あ
た
り
の
瀟
洒
た
る
黒
塗
り
の

自
社
ビ
ル
な
り
。 

  

松
屋
は
、
創
業
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
の
紙
、
裂
地

き

れ

ぢ

商
に
し
て
、
紀
子
氏
の
祖
父
十
五
代

伴
利
兵
衞
、
父
十
六
代
利
兵
衞
の
頃
よ
り
、
宮
内
廳
御
用
達
と
し
て
、
法
隆
寺
裂 ぎ

れ

、
正
倉
院

裂 ぎ
れ

、
名
物
裂 ぎ

れ

の
寫
し
な
ど
の
藝
術
作
品
を
京
、
西
陣
に
て
企
畫
製
造
せ
し
老
舗
に
し
て
、
昨
今

も
、
奥
深
き
あ
た
り
を
始
め
、
總
理
公
邸
、
各
種
一
流
の
ビ
ル
、
新
築
歌
舞
伎
座
の
壁
面
を
も

飾
れ
り
と
言
ふ
。 

  

松
屋
の
復
歸
は
、
折
か
ら
、
新
歌
舞
伎
座
建
設
の
時
に
當
た
り
、
銀
座
、
京
橋
界
隈
、
お
祭

り
ム
ー
ド
に
沸
く
下
町
の
春
に
、
錦
上
花
を
添
へ
た
り
と
い
ふ
べ
き
か
。 

  

伴
女
史
四
十
年
前
、
幼
時
よ
り
馴
染
み
し
京
橋
を
離
れ
、
池
袋
に
移
り
し
よ
り
、
望
郷
の

念
已
み
難
き
も
の
あ
り
。 

 

三
百
年
の
傳
統
有
る
江
戸
辯
に
慣
れ
し
女
史
に
と
り
て
は
、
池
袋
あ
た
り
の
、
國
籍
不
明
の

標
準
語
は
、
流
謫
さ
れ
し
都
城
の
人
の
鴃 げ

き

舌 ぜ
つ

（
聞
き
慣
れ
ぬ
耳
障
り
な
る
田
舍
言
葉
）
を
聞
く

が
如
き
感
あ
り
し
な
ら
む
。
復
歸
以
來
、
巷
の
人
の
言
葉
、
流
る
る
ご
と
く
耳
に
入
る
と
の
感

を
洩
ら
し
給
へ
り
。 

  

一
夕
、
伴
女
史
の
感
懷
に
接
す
る
の
機
會
あ
り
。
そ
の
席
に
お
い
て
、
余 

戲
れ
に
一
詩
を
賦

せ
り
。
然
れ
ど
も
、
余
平
仄
の
法
を
知
ら
ず
。
遙
か
ス
リ
ラ
ン
カ
な
る
王
蒼
海
大
居
士
に
添
削

を
仰
ぎ
左
記
の
詩
を
得
た
り
。 

 

大
江
戸
華
京
橋
春 

 

大
江
戸
の
華
、
京
橋
の
春 

歌
舞
伎
座
又
一
新 

 

歌
舞
伎
座
も
ま
た
一
新
す
る
に
あ
た
る 

時
遷
不
渝
下
町
情 

 

時
遷 う

つ

れ
ど
も
渝 か

は

ら
ず 

下
町
の
情 

望
郷
幾
歳
夢
中
巡 

 

望
郷
幾
歳
、
夢
中
に
巡
り
し
か 
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思
へ
ば
、
戰
爭
、
敗
戰
、
復
興
期
の
中
に
お
い
て
、
日
本
社
會
激
し
く
變
動
し
、
數
多
傳
統
有

る
戰
前
の
舊
家
老
舗
、
没
落
流
亡
し
、
そ
の
子
弟
は
過
去
の
榮
光
を
懷
古
す
る
の
み
な
り
。 

 

か
つ
て
の
戰
國
の
世
に
は
、
數
多
く
の
名
門
舊
家
没
落
し
、
山
中
鹿
之
助
の
如
き
遺
臣
の
御

家
再
興
の
努
力
は
、
後
世
の
語
り
草
と
は
な
れ
ど
も
、
實
の
み
の
り
し
例
は
寥
々
た
る
も
の
な

り
。
諸
葛
孔
明
も
、
ま
た
、
出
師
の
表
に
、
「
漢
室
を
興
復
し
、
舊
都
に
歸
ら
む
」
と
謳
ひ
て
出

陣
せ
し
も
、
志
半
ば
に
し
て
五
丈
原
に
憤
死
す
。 

 

こ
れ
を
思
へ
ば
、
女
手
に
て
、
祖
宗
の
事
業
を
繼
ぎ
て
今
日
の
隆
盛
を
も
た
ら
し
、
錦
衣
を
ま

と
ひ
て
、
故
郷
に
歸
ら
れ
し
伴
女
史
の
事
業
感
嘆
す
る
に
足
る
。 

 

文
字
通
り
「
孔
明
も
は
だ
し
」
に
て
逃
ぐ
る
偉
業
と
言
ふ
べ
き
か
。 

 

平
成
二
十
五
年
春 

 
 

 
 

 

岡
崎
久
彦 

  


